
とも っ とや つつtTを (),埠 っっ ITられ たりす る虜 を藍 也て下 さい ｡

お藤 久で の底魚 を少 しばか り述べ ま したが . な とは と量あれ ノ野飯盛 な宙

由 の中で 八 間藤あ S､れ る及 rJち を爆 f=革席 田 の虹娃療 しく. 来 たる新 しい塗

潰 に フ ァイ トゑ嫉 して し､急 この頃 です ｡

スポッ
私 の 近 況

井 上 頻 美 子

風 雨 に入 ()うっ とう しい毎 日で ござ いますか .老 境 お一度 やか(,Lお過_Lでい

らっ しゃ いますか D

卒業 生 の皆戒 もお衝 きおよ び■が と存 じます が■′私 .去 a 3日束 をもちま し

て ′ 長 い 間 お.政宗 にな ()よ した地盈 単教室 を鼓 し. 4L日よ ().神泉 )11県 立)11和

島庚 の教 親 に丘 ()乏 しf=｡お茶 大在 地 車 は ′密タと生方 をはLrめ 男 山 さん ,皆

々廉 に 一方な らす､お姓 諸 にを リ′巌 に あ ()か､と ろ ございよ した ｡

川和 高庚 li鹿 浜有 産 丸監L:で きr=細 線風 で .冬 は /年生 しかお ()よ也 ん .

財｢豪族 ヒい うの は丈掌鳳 ()何 もか 旬薪~しく作 っ1 い くわ けで . 6=か 丘か大変

で すが それ だ､仁‖二や ,)甲史 も あ ()ま す ｡鮫長以 下 之 C 名 とい ろ小人数 の庚 申

で単 東雀_卓 を して い く珂凝 上 , /I(1象 も5康 弘や 盾 ことにな ().私 立ク 5;

ス生産 (席 そ うですが .L人の ちぢの年長者 ヒい るので ),吸 音嶺藩 邸 ′ p･T.

A許観 衆 をおおe っか ()′a･か なか 多･Ftで す ｡ 旦 渚 歯､寒帯 も賭 (=卸商 と清轟

の頗 ヒあ ゥて ′生徒 にぐ っヒヒら毅 を財 グ せな け九 ば'な らな い ところで す ｡

象度 斜 の鬼 蛙か､い らっ しゃL-Lな か った ため ′ 車 生産 の利根 の デザ インまで す

るIilめにな りま Lr=D亀聾 とデザ､ィンで は あま (JIこか すはなれ た ことで す飢

いろ いろar愛 しT=療果 ノ鹿 の学巌 にみ /}九な い - オユ ニ -クな利 月銅 でゼ き上

'),軌 に強 姦 を麻 して います ので ′気 をよ く して 日下壷屋 間ブ ラウス をデザ

イン中 です p
～

この営東 庄野手 のガが多 く ′東 尊 で はあ りますか 席 女帝 L:くせず, 欝女 別

の クヨス にな ってい ます ｡私 は女子 の正 一A ク ラス の鑑底 で /嵐 東 も亮 子 3

クラス ヒ野 手 lクラス 童受終 ってお ()ます C級 身許 巨‖よ地産 王 . /グクズ の

入鹿が SO名以 下ですか ら割にや ,)易 いどす c 数材 教具 も凝 少 暗夜 凍 えて い

ただ､空 /一 寸/ft型 地寒 蛍厳 密 が 王 室を感 じです o 車 で立敗 軍 嚢戚 ･ど こ-)L,

輿勉威儀 ･ プ ラステ ー/グ毅必形腐 型 年 どは大 へ尤度 い易 く遠 野 L/t針 ノます･
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藍や草 食 も 主 な亀形 の要 務 を/> レ腐 え藍象_に見 せ ま したが ′ 慶一弊線 を塾 っ左

上 ラで す o Lか しまだ不､亀 倉 なのと / 白倉 で凝 固わ 7ol) ン トを雁 っr= {) . こ

れまゼ あ ち こち歩 いて凝 った ス ライ ドを大 い に清市 Lt い ます ｡

鮮度 は鹿 浜顔 中山風 か らバ スで /∫ かノ虹 入 った ところ /多摩 女 鹿.の⊥ た易

(),教 車顔 麓 ヒLt は凝 鍵 で す O 泉 日 の温 風 で は. lC身 の観 魂 と池理 ･生癖

の乗 他 見各 を宜離日こ ′ 碑 山か ら西谷 潜水易 まで 鹿褒 /7j<7ra 且 k:歩 き.多奉

血 療 ･下斉 基台 姓 立見 で 整よ しr=.鹿象 鮭 歩 ゼ しか斗 お義 子 は線 番東 止 とい

ちのゼ ,藍鮭 に味大倉 きっ か っr=よ うで す .

多 発 の /年 鑑 が)Fl舟 の底鹿 麦っ く クこい く立虜 ヒあるのゼ / 乾 生 立産盈立

-生鷹 命 t, 単鹿 と して 蛙 ′ 営 蚤 の衝 く日吉暴 醇 に厳 L,く/ 間藤に釦肇 の感 で

も塵 資 きつ < してい ます .

鼻 血 第枚 で は.女 の患 鮭が大 へん 少 く.衷 東 の尊慮 で亮摩り経 は忍 i:入れ ⊂

3眉 で す ｡ せ 娃 鮭が し､る以 上ヰ 俊 で象 (十九 ぼ､鹿 切 な膚 番 のできな い面 もあ る

か ナで す し.ヰ 健 のよ さ盆大 いに蕗腐 して敏速.ど ころか歓迎 され る積 数 蹄 ヒ

客 るよ b甥 カ した し､ヒ思 ってお り 息 す ｡ど うで 夢魔 . こ れ か らも よろ しく卑

満 座 の塩 ビお顔 い車上 ,fi+ Q 〆 〆叫 ＼＼

主 婦 歴 七 年
頼 亀 子

鱒廉慶 喜 の方か ら葵 鮮 お 手解 と衆藤 岡 軌 を常温 生れ t′ な っか しい鼠 た か

られ なか､ら′ 象 の中 の杷 し圭 に迫力 れ t J廟 吸 を とっく に私達∴リ ノ と ろ とろ

｢ しポ ー トが畜 Lナデ に筈 しん を､夢 . 左み ま した -

r主膚 の立場 で装束 太 地 賓斜 を率 釆 した重 し大 草 を奉 賛 Lを尊 )ヒ蘭 座 さ

せ て,府 か暑 くよ る｣こ｣ i_菖 うお蜜 しで すが /大 豊 生 ら しく 学研.凝 県 立せ ず

に ,ぎ らぎ ら と圭一癖紫 を級 軒t ウ茸 にも 在 る と ′ 兼蔵 同乗 に曹 い て , 教,Lで

重 く巌 の こ ともな く て ′因 って鳶 ()ます_

久 し巌 ｡に池 坊 アルバ･ム をi.順 出 し′勇ま しく老′ぐンカタを ′森 が姿 に一

身汗 を施 しま したが .そ の間敷 生も ′ 集 ま 九ば､.魂 が耳 の教 葛が二 褒選 にな

るお らな ,隼 にな って轟 J) ま すa

衣 食 食 を東壁 に こな LJL､つ :tや JcL しく′そ して美 しい 主席 では な いか 量

し丸 ませ,tが ー沓 廉 廉 ゼ ′象 の車 に .これ こい っ{=及 私 も恵 く . 何 とな く草

生思 弁 が放 けない とこ射t,鼻鼠 のよ bゼす ｡私 の虜 各 / 大 草 の威厳 で感 L

だ奉が ′ 藍 の よ し後 に立 っ轟 は′彪 L どない よ うに, 今 の と ころ は .屈 ま九

ま すが ,雀身の嵐 象や 学 生か ら ち ケた ｢並 の の希 えオ｣や ｢選 傑 しよふ と努

力 する こゝろJ は .太巻 に ′今 に な って 一あ りが たい と思 って尾 ,)ます C そ
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